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　新年明けましておめでとうございます。皆さまにおかれ

ましては、輝かしい令和４年の新春をお迎えのことと心か

らお慶び申し上げます。日ごろより議員活動に対し、温か

いご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　昨年は、令和２年に引き続き、新型コロナウイルス感染

症対策を行いながら活動した１年でございました。その中

で、昨年６月県議会定例会で３回目の一般質問で県政を質

しました。孤独・孤立対策、自殺対策、ジェンダー平等の実現、

性暴力を受けた児童・生徒への支援、学校校則の見直し、PCR検査とワクチン接種等の新型

コロナ対策、交通対策などを質問し、県民にわかりやすい答弁を求めました。PCR検査に関

しましては、「誰もが検査を無料で受けられる体制」が県民の不安払拭につながる取組であり、県

民サービスの向上にもつながると考え、長崎県でも実施する考えがないか知事に見解を求めま

した。

　長崎県では、オミクロン株の感染が確認され市中感染が始まりつつあります。

　コロナ禍の自粛生活による社会的孤立はますます深刻化しています。

誰もが生きやすい社会になるように、また弱者に優しく、自殺に追い

込まれる方がひとりもいない長崎県をめざして取り組んで参ります。

　今年も県民の皆様の声を県政に届け、誰もが笑顔で暮らせる長崎県

へなりますように、誠心誠意、頑張ってまいりますので、皆様の一層

のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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メンタルヘルス研修の1コマYouTu b e第４弾

11月9日　長崎県立大学
　　　　　「政治・経済分野における
　　　　　 男女共同参画」

11月11日　総務委員会視察　
　　　　　  県庁地跡地活用

11月18日　観光・IR・新幹線対策
　　　　　  特別委員会視察

11月18日　波佐見町公園「HIROPPA」

11月16日　長崎大学BSL-4視察

11月11日　総務委員会視察　
　　　　　 九州新幹線　長崎駅

12月10日　北朝鮮による拉致問題の
　　　　　 早期解決を！

12月20日　九州IRシンポジウム
12月25日　県政150周年　
　　　　　「ながさきICTフェア2021」
　　　　　 ドローン体験

　皆さん、ハラスメントの行為者になると
大変な責任があります！
　ハラスメント防止に、企業全体で積極的
に取り組みましょう！
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委員会での私の質問
警察本部　　

クロスボウは、所持を許
可制とする法改正が今年

６月に行われ、全国では９月
15日時点で950本が警察によ

り回収されたと報道されているが、長崎県警ではどれ
くらい回収したのか。また、不法所持とならないよう
な対策をどのようにしていくのか。

11月末時点で19本回収している。法改正によ
り、許可申請をせずに持っていれば不法所持と

なることを理解いただき、申請をしていただくこと
が大事であり、広報をしっかりと行っていく。

企画部
九州・長崎ＩＲについて、エリア全体配置図が、
11月18日の特別委員会現地調査後に大きく変

わっているが理由を伺う。また県としての考えはどうか。

理由は２点。１点目はＭＩＣＥ施設の動線等を考
えると、海側ではないとの事と２点目はホテル

経営の戦略から、配置を変更したと聞いている。県
としては、最終的には国から認可を勝ち取るという
観点から、ブラッシュアップし、前進する計画の変
更であれば、容認する。

　
資金調達は大丈夫か。

資金調達は、国へ提出する区域整備計画の様式
に具体的な計画を記載することとなっており、

２月中にも開催する公聴会において、県民の皆様へ
お示しする。議会に対しては、1月以降にしっかりと
説明する。

　11月定例県議会は、11月26日から12月21日ま
で開かれ、補正予算など26件の議案を可決・認定・
同意しました。また、「新型コロナウイルス感染症・
経済対策についての意見書」など４件の意見書を可
決しました。

11 月定例県議会報告

観光・IR・新幹線対策特別委員会の現地調査報告

「観光立県長崎」の回復とさらなる発展！
　11月17日～ 18日に九州・長崎IR整備予定地、
九十九島観光公園、平戸城の城泊、波佐見町公
園　HIROPPA　新大村駅、新幹線車両基地の
調査を行いました。
　九州・長崎IR整備予定地はハウステンボスです。
８月下旬に「カジノオーストリアインターナショナ
ルジャパン」が設置運営事業予定者になりました。
長崎県と佐世保市と協力して国の区域整備認定
を目指しています。経済の波及効果は年間3200
億円、雇用創出は３万人、長崎県への年間収入
はカジノ関連で300億円と見込んでいます。夢と
希望のある内容で期待するところではあります
が、資金調達、ギャンブル依存症対策などの課
題にしっかりと取り組むことを求めていきます。
その後12月10日の総務委員会への説明の際はイ
メージパース図が大きく変更にされていました。
　新大村駅は、長年の悲願であった九州新幹線
西九州ルート、来年秋の開業に向けて、工事が進
んでいました。
　平戸城の城泊については、「ガイアの夜明け」で
紹介され、日本初の取り組みとの事で国内外か

ら注目を集め、平戸市の観光業が発展すること
が期待されています。宿泊者は11月までで2組。
今後はコロナが落ち着いて、年間100組を目指し
ているとの事でした。県議団としては、採算がと
れるのか危惧するところです。
　近年好調に推移してきた観光関連産業は、一
昨年からの新型コロナウイルス感染症により甚大
な影響を受けています。今後は、コロナ禍を経
て変化した旅行者の価値観の変化への対応に取
り組みながら、「観光立県長崎」の回復とさらなる
発展のために県と協力して取り組んでいきます。
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危機管理監
防災推進員、防災士の役割はどのようなものか。
また消防団とどのように連携しているのか。
地域防災力を高めるために結成される自主防災
組織において、核となって活動いただく人材で

あり、消防団と連携した取
組みに力を入れるなど、
活躍の場を充実させるた
めフォローアップしていく。

土木部
　空き家バンクの利用実績は
172件で空き家活用が図られ
ている状況である。令和４年
度以降は民間企業が持つ空き
社宅や、空き県職員住宅等の

利活用について民間企業と連携し、事業化に向けた
検討を行っていく。

文化観光国際部
　ステップアップ事業では、約5,400名の雇用の維
持が図られた。また、宿泊施設の感染防止対策の申
請件数は約810件、多くの事業者が積極的に取り組
まれた。
　宿泊キャンペーンについては、65万人泊分の利用
があり、これによる観光消費額は推定168億円とな
り、一定の成果があった。

福祉保健部関係
　ワクチン・検査パッケージ
制度は、飲食店やイベント主
催者等の事業者が、入店者や
入場者等の利用者のワクチン
接種若しくは

検査結果の陰性のいずれかを確認す
ることにより、緊急事態宣言やまん
延防止等重点措置などにおいて課さ
れる行動制限を緩和する。

　無料のＰＣＲ等検査は薬局50箇所程度、民間検査
機関４箇所、検査専用ブースを８箇所程度整備して、
約９万件の検査を行う。
　詳細はホームページや薬局窓口で情報提供する。
　民生委員の適正配置は、12月１日の一斉改選に向
けて市町や民生委員・児童委員協議会の意見を伺い、
地理的条件や世帯構成など地域の実情を踏まえたう
えで、５月頃までには、市町毎の定数を決定する。

　長崎県人材活躍支援セン
ターは、現在、民間施設であ
る長崎西洋館内で運営してお
り、当初予算では、施設賃借
料に係る債務負担行為を設定
していた。今回、センター業

務のうち就業支援業務について、専門事業者に委託
する。

水産部
　漁業用燃油の高騰の対策としては、原油価格が一定
の基準を超えて上昇した場合に補填される漁業経営
セーフティーネット構築事業への加入促進に、県漁連
と連携し取り組んでいく。
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観光生活建設
委員会

主な審査内容

文教厚生
委員会

主な審査内容

農水経済
委員会

主な審査内容

ハウステンボス 平戸城CASTLE STAY懐柔櫓

IRパース図（変更前） IRパース図（変更後）


